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　ふと我に返る。日常に時おり訪れるありふれた
瞬間である。まじめに仕事をしていたつもりが、
いつの間にかネットのニュースめぐりに興じてい
た。そこでふと我に返って今費やしてきた時間は
何だったのか……、と虚

むな

しくなる。こうした虚し
さは誰しもが日常で経験するものであろう。
　無意識裡

り

になすべきことから離れ、本来の自己
を見失っている状態に気づかされて本道に返って
くる。これが「我に返る」ということであろうが、
今まで何をしていたのか、という唐突に訪れる虚
無感は決して欲のまにまに誘惑に負けていたとき
だけに現れるものではない。
　むしろ、誠実に責務を果たしているときに感じ
る虚しさは鮮烈である。すべきことをしているは
ずなのにこれが自己の本分だとは思えない。費や
した時間に対する虚しさや不安だけが残りなが
ら、返るべき我がない。これはまじめであればこ
そ浮かんでくる自己の根本を問う問題である。
　ところで、「まじめ」とは「真面目」と書くが、
これは当て字である。江戸時代にはすでに「真面
目」（＝まじめ）という当て字は成立していたので
あるが、「真地目」などの当て字も存在したようで
ある。そうした数ある当て字は淘

とう

汰
た

され、ついに

生き残ったのが「真面目」であった。漢字の音だ
け見れば不自然な当て字であるが、本来の自己を
意味する「真の面目」が「まじめ」として現在も
通用しているのは、誠実さと自己との関係が課題
として突きつけられているようにも思える。
　真面目に生きるとはどういうことであろうか。
禅では「本来面目」ということが言われ、これが
何かが問われてきた。『織田佛教大辞典』（織田得
能編纂）の「本来面目」の項には、「然らば何者か
本来の面目、請ふ参せよ」という辞書らしからぬ
解説がなされているが、「本来面目」とは安易な答
えが許されず常に問われるものだということだけ
はよくわかる。
　浄土の伝統においても自己とは常に問われるも
のにほかならない。忘れし存在の故郷に帰れと呼
びかける弥陀の本願は、まさに本来の自己を問わ
ずにおれない欲求を呼び起こすものであろう。
　帰るべき真に自己なるものを見失ってはいない
だろうか。誤魔化さず自己を問い、自己の立脚地
を希求していくことが自己に対しての誠実さであ
ろう。これが真面目に――そして仏道に生きよう
とすることなのかもしれない。
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かが勝負なのです。精神的な闇が開かれる真理

性。これは客観的な真理性ではないのです。精神

の明るみを求める心は、客観的な真理ではたすか

らないのです。いくら科学が客観的な真理を分析

して、科学的に真理だと言っても、そのようなも

ので人間の心の闇は晴れないのです。心の闇を晴

らすということは、人間がどういう存在である

か、自分は本当にどういう存在であるかが照らし

出されて、「ああ、そのとおりでありました」と。

何も無理することもないし、頑張ることもない。

この通りの人間でありますと開かれることによっ

てたすかるわけです。科学的に分析して、細胞が

何億ありますとか、なかの遺伝子がどうなってい

ますとか、そのようなことをいくら聞いても何も

たすかりません。そのようなことは、どうでもよ

いと。今、自分の心が暗いのをどうしてくれるの

だと。そのような問題は科学的真理と違うわけで

す。そこが一番の問題です。

■苦悩の場所を生きていく
　われわれはどこまでも暗い、どこまでも闇であ

る。闇があっても、闇に苦しまないで、闇を引き

受けて歩んでくださる法蔵菩薩が存在するという

ことが、本願のはたらきとしてわれわれに聞こえ

てくると、阿弥陀の光が差してくる。ですから親

鸞のような、自覚的に自分が罪業深重であること

に苦しまれた方にとっては、この法蔵願心があり

がたい。そして、阿弥陀の光が「南無阿弥陀仏」

の名となって呼びかけてくださることが、自分の

ような愚か者にとっては本当に唯一の救いである

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求め

させたもの―『大無量寿経』を読む―」の第86

回と87回が東京国際フォーラム（有楽町）で行

われ、この両回で第十七願成就文について、セ

ンター所長・本多弘之が問題提起をし、有識者

と一般参加者の方々との間で活発な質疑応答が

なされた。ここでは、先に行われた第84回から

一部を紹介する。 （嘱託研究員　越部良一）

■�本当に自分が出遇
あ

ってたすかるかどうかが
勝負

　出遇った仏教が本当に自分を解放するかどうか

ということを、自分の全力をかけて、自分の言わ

ば命をかけて求めて、『無量寿経』こそが本当の仏

教、真実教であると親鸞は信じた。あっちにも真

実がある、こっちにも真実がある、比較してどっ

ちかと、そのようなことではないのです。自分に

とってはこれしかないと。愚かな自分にとっては

この教えであれば自分を解放してくれると。その

ようなことに出遇ったから、それまで学んできた

比叡山の学びを捨てた。親鸞が尋ねて、これが真

理だと言ってくださったその真理は、われわれの

ような愚か者にとって、今でも当てはまる。それ

以後の人間が、とてもそこまでは掘り下げられな

いほど人間の闇を深く掘り下げてくださった。そ

の真理性というのは、その親鸞の言おうとしたこ

とを尋ねることで、われわれのような愚か者が

「ああ、そうか、こういうふうに考えればたすか

るのだ」という意味の真理性です。

　つまり、本当に自分が出遇ってたすかるかどう

「浄土を求めさせたもの─『大無量寿経』を読む─」㉟

苦悩の場所で光に遇う
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」   
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と。ですから法然上人が行くところなら自分は一

緒に行きますと。もし、地獄に行くなら地獄に

行ってもよいですと。地獄にも阿弥陀の光は来る

のだと。そこまで信頼するわけです。自分は楽な

ところに行きたいのではない。苦悩の場所であろ

うと何であろうと、光に遇える、そういう場所を

生きていくのだと。これが、親鸞の決断です。

　これが、われわれにとっては大変勇気を与えら

れるのです。どうしても宗教というのは、苦しい

から楽なところ、つらいから楽しいところ、暗い

から明るいところに行ける。このようにイメージ

して、よいところに行けると考えてしまう。闇の

人間に明るみが来ると教えるのですけれど、その

明るみは本当は、闇が明るくなるというよりも、

闇に苦しんでいた心が明るくなる。闇が単なる闇

でなくなって、闇を生きることが自分の人生の意

味になる。そういうことにおいて闇は単なる闇で

ない明るみの場所になるわけです。このような道

が仏教の自覚だと思うのです。

　これはなかなかわからないことです。どうして

も相対的に、暗いところから明るいところへ行け

るのだと考えてしまう。それで教えを聞いたり、

一生懸命求めたりするけれど、いつまでたっても

闇が晴れない。それで、聞き方が悪いとか、努力

がたりないとか、挙
あ

げ句の果てに教えが悪いなど

と言って、たすからない。結局、それは、間違っ

ている意識が転換され 翻
ひるがえ

されるということが、

なかなか自分のこととして受け入れられないので

す。受け入れられないから、生きているうちはだ

めだ、死んでからだということを平気で言い出す

学者がいるわけです。われわれの眼を翻しさえす

ればよい。どうやったら翻るのですか。自分では

翻せない。人間の努力ではできません。本願が与

えたいと言っているのです。その本願を「南無阿

弥陀仏」を通して信じますという、その信じた心

には、もう大涅槃はきているのです。ただこのこ

と一つを信じなさいと。そのような教え方が『無

量寿経』なのです。�（文責：親鸞仏教センター）

■ 2015年
11/ ７ 	 国際仏教学大学院大学 平成27年度第 2回公開
研究会（国際仏教学大学院大学）：藤原研究員発表
「日本古写経『弁正論』と親鸞『教行信証』」
11/ ９ 	 第181回英訳『教行信証』研究会
	 	 第86回（通算第137回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
11/13	 ご命日のつどい
11/16	 第31回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
11/1７	 第18回『西方指南抄』研究会
11/30	 第159回清沢満之研究会
12/ ４ 	 第11回研究員と読む公開輪読会「わが心深き底
あり―西田幾多郎と浄土真宗―」担当：名和研究員
①12/ ４ ②12/11③12/18④12/25（文京区・東京大学
仏教青年会会館）
12/ ９ 	 第32回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
	 	 第87回（通算第138回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
12/11	 ご命日のつどい
	 	 平成27年度西山学会（禅林寺　永観堂会館）：
中村研究員発表「「機法一体」説成立の再検討―證空
における「往生正覚倶時」説を中心として―」
12/1４	 第19回『西方指南抄』研究会「天台本覚思想と
親鸞」法華仏教研究会主宰：花野充道氏（千代田
区・フクラシア東京ステーション）
12/15	 第182回英訳『教行信証』研究会
12/16	 第160回清沢満之研究会
12/18	 西山深草派宗学院研究発表会（浄土宗西山深草
派総本山誓願寺）：中村研究員発表「證空における
「光台見仏」論の成立」
12/21	 第20回『西方指南抄』研究会
12/22	 親鸞仏教センター報恩講
■ 2016年
1 / 8 	 ご命日のつどい
	 	 第11回研究員と読む公開輪読会「すでにして悲
願います―『教行信証』「化身土巻」を読む―」担
当：藤原研究員① 1 / 8 ② 1 /15③ 1 /22④ 1 /29（文
京区・東京大学仏教青年会会館）
1 /13	 第33回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
	 	 第1４回親鸞仏教センター研究交流サロン「「対
話とは何か―哲学から現代社会への問いかけ」慶應
義塾大学文学部教授、哲学者：納富信留氏、埼玉大
学名誉教授、経済学者：暉峻淑子氏（千代田区・東
京国際フォーラム）
1 /1４	 第88回（通算第139回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
1 /25	 第21回『西方指南抄』研究会
1 /2７	 第183回英訳『教行信証』研究会
1 /2９	 第161回清沢満之研究会

掲載論文
1月	 『中外日報』2016年 1 月 6 日付
	 	 名和研究員「西田幾多郎と『教行信証』―「聖
典」各所に書き込み確認」

親鸞仏教センターの動き
（2015年11月～2016年 1 月）─抄出─
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概念自体を動かしていく。ここに運命への新たな
問いが見いだされてくる。致命的な問いが突き刺
さった一冊。� （中村玲太）

﹃知性の構造﹄
西部邁著� （ハルキ文庫、2002年）

　昨年、同じ著者の『実存と保守』を読んでいた
ら、「この『知性の構造』に記された「観念図形」
を描いて「いろんな人に意見を聞いてみたとこ
ろ、まったくのチンプンカンと受け取られた」の
で、それを公にするのを20年間封印した」とあっ
て、本当に驚いてしまった。私にとってこの本は、
社会思想の次元で、ヤスパースの言う「実存」を
土台として（同じく）「理性」を縦横に働かせた、
近代日本思想上、空前絶後の概念的思索の書であ
る。� （越部良一）

﹃小澤征爾さんと、音楽について話をする﹄
小澤征爾、村上春樹著� （新潮社、2011年）

　美味しさを相手に的確に伝えるのが難しいよう
に、五感の表現には困難が伴う。音楽もまた然

しか

り。
いい音楽を聞いても、それを相手と言葉で共有す
るのは難しい。表現すべき語彙

い

がないからである。
　その表現をこの本は教えてくれる。村上氏の表
現は音楽をかたちあるものとして、私に届けてく
れた。小澤氏の音楽観、巨匠との交友関係にも驚
くばかり。聞く耳も、文章も上達する一冊である。
� （田村晃徳）

﹃生きて帰ってきた男――ある日本兵の戦争と戦後﹄
小熊英二著� （岩波新書、2015年）

　1944年11月20日。満19歳になったばかりの、と
ある青年のもとに入営通知が届いた。特別体格に
恵まれていたわけでもなく、学歴が中学卒に過ぎ
ない彼は、最底辺の陸軍二等兵として徴兵され
る。敗戦後、彼は旧満州でソ連軍の捕虜となり、
シベリアに抑留され、強制労働に就かされなが
ら、日本へ帰国できる日をひたすら待ち続けた。
その生涯を聞き書きし、著者は「記録されなかっ
た多数派」の生活史としてまとめ上げた。戦争に
翻
ほん

弄
ろう

された、まさに「平均的な」日本人の姿がこ
こにある。『生きて帰ってきた男』とは、著者の
父・小熊謙二のことである。� （法隆誠幸）

﹃経済の時代の終焉﹄
井手英策著� （岩波書店、2015年）

　筆者は言う「私たちは、人間の多様性や生存の

﹃知性の構造﹄
西部邁著 （ハルキ文庫、2002年）

﹃小澤征爾さんと、音楽について話をする﹄
小澤征爾、村上春樹著 （新潮社、2011年）

﹃生きて帰ってきた男――ある日本兵の戦争と戦後﹄
小熊英二著 （岩波新書、2015年）

﹃経済の時代の終焉﹄
井手英策著 （岩波書店、2015年）

◇BOOK OF THE YEAR 2015◇

﹃原爆供養塔――忘れられた遺骨の₇₀年﹄
堀川惠子著� （文藝春秋、2015年）

　われわれは、広島での原爆投下を知っている。
そこで何万人もの犠牲者が出たことも知ってい
る。しかし、その実態を知ることはない。一瞬で
廃墟となった町には、その存在の痕跡をも消し去
られた多くの人々がいる。
　悲しみのなか、わずかでも記録を、記憶を残し、
伝えようとした人々がいた。しかし、七十年とい
う年月は、それすらも風化させようとしている。
ただ、われわれはそれを知ろうとすることだけは
できる。まかれた種はいつか芽を出すだろう。
� （藤原智）

﹃親鸞と学的精神﹄
今村仁司著� （岩波書店、2009年）

　清沢満之の「哲学者」としての側面を開拓した
ことで知られる西洋思想の研究者が、その清沢を
「またとない案内者」として親鸞の思索世界にも
接近。ことに「親鸞研究序説」と名づけられた第
一部では、親鸞の主著『教行信証』を、日本人に
は希有な学的体系をそなえた「第一級の哲学書」
として積極的に読解していく。
　絶筆となった本書は、著者の「親鸞問題」をつ
づった一冊とも言えるが、数年ぶりに読み返し、
自らが「今村問題」と衝突していたことに気づい
た。� （名和達宣）

﹃あるようにあり、なるようになる――運命論の運命――﹄
入不二基義著� （講談社、2015年）

　運命論は動く――本書は、単なる運命論擁護で
もなければ、反・運命論でもない。運命論、反・
運命論の闘いに身を投じ両者を円環しながら、そ
の両者を掘りおこす（切り崩す）。そこで掘りおこ
された〈論理〉、〈様相〉、〈時間〉、〈言語〉、そして
〈現実〉に照射されて、姿を変えゆく「運命」。
　入不二氏は概念を丁寧に分析しつつも、運命の

﹃原爆供養塔――忘れられた遺骨の₇₀年﹄
堀川惠子著 （文藝春秋、2015年）

﹃親鸞と学的精神﹄
今村仁司著 （岩波書店、2009年）

﹃あるようにあり、なるようになる――運命論の運命――﹄
入不二基義著 （講談社、2015年）

「活字離れ」が叫ばれている昨今、親鸞仏教セン
ターではあらためて読書をとおした新しい視点、言
葉との出会いを大切にしたいと考えています。そこ
で、当センター職員が、2015年に出会った本をジャ
ンルを問わずご紹介します。
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基礎が経済的な価値尺度に掘り崩されていく時代
にいる。理不尽さに対する無力感、閉塞感が先進
国の社会全体を覆い尽くそうとしている。なぜ私
たちはかくも経済の理論に屈服しようとしている
のだろうか」と。私たちは新自由主義的な価値観
に覆い尽くされ、生きづらさに身悶

もだ

えしている。
この「状況」から抜け出す道はないのか、「経済を
飼いならす」ことはできないのか。経済成長至上
主義社会に住む私たちにとって本当に豊かな社会
とは何かということを考えさせてくれる一冊であ
る。� （大谷一郎）

﹃沙門空海﹄
渡辺照宏・宮坂宥勝著 （筑摩書房、1993年〔1967年〕）

　空海に関する説話・伝記はきわめて多く、その
数は親鸞を上回る。戦前に出版された空海伝のタ
イトルは例外なく「弘法大師伝」であるのに対し、
戦後は「空海」が多く見られるようになるという。
空海という人物に対する人々の認識の変化が推し
量られる。
　本書は、後代の文献を退け、伝説化した弘法大
師から、「人間空海」へと目を向けた革新的書であ
る。その人生に、とにかく引き込まれる。初版は
1967年だが、いつ、何度読み返しても、「この一
冊」に挙げたい一冊だ。� （大澤絢子）

﹃曽我量深先生の言葉﹄
津曲淳三〔編〕� （大法輪閣、2011年）

　「命より尊いものがなければ命の尊さはわから
ない。……身命よりも人間の命よりも尊いものが
ある。往生極楽の道という、命よりももつと尊い
ものがある。」（……は省略を表す）
　「曽我量深先生の言葉」〈 1〉は、この言葉から
はじまる。編者の津曲淳三氏が、遇

あ

い難くして出
遇われた曽我先生から、命を懸けて聞き書きされ、�
『在家仏教』誌に掲載されたものである。津曲氏
は曽我先生との出遇いを「生きた法蔵菩薩に接し
養育教

きよう

化
け

せられたのである」と述懐しておられる
だけに、この一冊は、命よりも尊い、往生極楽の
道を顕

あきら

かにする金言で貫かれている。�（中津功）

﹃昭和史のかたち﹄
保阪正康著� （岩波新書、2015年）

　古き良き「昭和」という言葉が聞かれるように
なってきた。映画「三丁目の夕日」に代表される
懐かしい街並みの画。その「昭和」を多角的な面
から考察されている保坂氏。この本を読むと、22

﹃沙門空海﹄
渡辺照宏・宮坂宥勝著 （筑摩書房、1993年〔1967年〕）

﹃曽我量深先生の言葉﹄
津曲淳三〔編〕 （大法輪閣、2011年）

﹃昭和史のかたち﹄
保阪正康著 （岩波新書、2015年）

年間も生きた昭和を知らなさすぎた自分に出遇
う。62年と 2週間を、軍事主導体制の前期、占領
支配を受けた中期、戦後民主主義体制で復興を遂
げた後期の 3つに分けるのも一考察だ。
　さて、戦後70年が経過し、平成も四半世紀を過
ぎている現在、どのような歴史を刻んでいるの
か。� （金石励成）

﹃スクラップ・アンド・ビルド﹄
羽田圭介著� （文藝春秋、2015年）

　言わずと知れた2015年話題の芥川賞受賞作。本
書は、要介護の祖父とともに暮らす2₈歳の孫が主
人公の家族小説。表面上、死を願いつつも、生へ
執着する祖父。介護にストレスを感じつつ、「苦し
みながらの生よりも穏やかな尊厳死」という建前
のもと、祖父を死へ向かわせようとする孫。
　同じ芥川賞受賞作の『火花』ではなく、本書を
手にしたのは、「介護」というキーワードであった
が、その問題とは別に、日常生活のなかで、揺ら
ぎに揺らぐ心情から「人間」を考えさせられる一
冊。� （松扉達）

﹃ちいさなちいさな王様﹄
アクセル ハッケ著� （講談社、1996年）

　私たちは無知の体で生まれだんだんと大きくな
る。しかし、あるとき「僕」の前に現れた小さな
王様の世界では、年を重ねるほどに覚えることも
少なくなり、最後には目に見えないほど小さく
なっていってしまう。「おまえたちは、はじめにす
べての可能性を与えられているのに、毎日それが
少しずつ奪われて縮んでいくのだ」。王様はそう
言うけれども果たしてそうなのか。ぜひとも読ん
で想像にふけってほしい一冊。� （大谷綾）

﹃希望のつくりかた﹄
玄田有史著� （岩波新書、2010年）

　希望とは何だろうか。よく「希望がない」「希望
をもて」などと耳にするが、希望という言葉が指
し示すものは酷

ひど

くあいまいでよくわからない。そ
う思っていたときに偶然本屋で目にとまった。
　本書では、あいまいな希望というものを、社会
学の立場から分析し、希望を単なる個人が抱くも
のに留めず、社会に密接に関係したものと考え、
希望という視点から現代の社会問題を見ていく。
　社会の有様と深く関係している希望。社会とい
うものを考える上でヒントを与えてくれる一冊。
� （田鶴浦裕）

﹃スクラップ・アンド・ビルド﹄
羽田圭介著 （文藝春秋、2015年）

﹃ちいさなちいさな王様﹄
アクセル ハッケ著 （講談社、1996年）

﹃希望のつくりかた﹄
玄田有史著 （岩波新書、2010年）
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とがない、『死生命あり、富貴天にあり』と云うこ
とがある、私の信ずる如来は、此天と命との根本
本体である」である。なぜ清沢は、如来への信を
「天命」と共に言うのだろうか。清沢の「信」が
儒家的言語をもって表出されることを私は知って
いたわけではない。
　今村仁司の清沢論（『清沢満之と哲学』岩波書
店、2004年）との関わりから清沢を読むように
なった私は、『宗教哲学骸骨』『他力門哲学骸骨試
稿』などを読むことから清沢を考え始めた。だが
それらは清沢の「信」にいたる手掛かりを私に与
えることはなかった。「精神主義」の諸章を読み、
『臘扇記』の文章から『有限無限録』『転迷開悟
録』へと読み進めることを通じて、彼の言葉によ
る「信」の開示を、私は驚きをもって見ることに
なった。驚きとは、その主要な文章が儒家的概念
と言語とをもってつづられていることに対してで
ある。ことに『有限無限録』の「仁義礼智信」の
節を見て、なぜ明治32（1₈99）年の他力信仰の言

　親鸞仏教センターでは、現在、1898（明治31）
年 8月から翌年 4月にかけて書かれた清沢満之の
日記であり、同時に重厚な思索ノートでもある
『臘
ろう

扇
せん

記』をテキストに考究を進めている。
　『臘扇記』のなかで展開された思索をめぐって
は、従来、「他力信念の確立」という一語をもって
押さえられることが大勢であった。ところが、こ
の書を読み進めるほどに、「天与」「天道」「天命」
といった、いわゆる儒家的言語が頻繁に用いられ
ていることに気づかされる。例えば、かの有名な
「自己とは他なし。絶対無限の 妙

みよう

用
ゆう

に 乗
じよう

托
たく

し
て、任運に法

ほう

爾
に

に、此境遇に落在せるもの、即ち
是なり」（1898年10月24日）という断想の六日前に
は、「絶対無限」について「而

しか

も彼の自在と此の不
自在と、共に皆絶対無限（他力）の所為なり。共
に是れ天与なり」という確認がなされている。こ
のような思索は、翌年に東京の地で執筆された
『有限無限録』では、より具体的な道徳の問題に
即して展開され、他力信仰の視座より儒家的「公」
が確かめられるに至る。
　そこで、これまで看過される傾向の強かった儒
家的言語の意義を探究すべく、2015年10月30日に
思想史家の子安宣邦氏（大阪大学名誉教授）を招
聘
へい

し、“清沢満之における「儒家的なもの」”とい
うテーマのもと問題提起をしていただいた。以
下、当日の発題の要点を紹介する。

■清沢の儒家的思惟と言語
　清沢の最後の信仰告白とも遺書とも言われる
「我信念」末尾の言葉は、「私は私の死生の大事を
此如来に寄托して、少しも不安や不平を感ずるこ

清沢満之における
 ﹁儒家的なもの﹂

―『臘扇記』を読む Vol. 3 ―

親鸞仏教センター研究員　名和 達宣

清沢満之清沢満之 研究会報告⑯

■子安 宣邦（こやす のぶくに）氏
� 思想史家・大阪大学名誉教授
　1933年生まれ。日本思想史家。東京大学大学院人
文科学研究科博士課程（倫理学専攻）修了。横浜国
立大学助教授、大阪大学教授、筑波女子大教授等を
歴任。日本思想史学会元会長。大阪大学名誉教授。
　著書に、『歎異抄の近代』（白澤社・2014年）、『日
本ナショナリズムの会読』（白澤社・2007年）、『本居
宣長』（岩波書店・1992年）、『思想史家が読む論語』
（岩波書店・2010年）、『伊藤仁斎の世界』（ぺりかん
社・2004年）、『平田篤胤の世界』（ぺりかん社・2009
年）、『「アジア」はどう語られてきたか―近代日本の
オリエンタリズム』（藤原書店・2003年）、『国家と祭
祀―国家神道の現在』（青土社・2004年）、『「近代の
超克」とは何か』（青土社・200₈年）、『和辻倫理学を
読む　もう一つの「近代の超克」』（青土社・2010年）
など多数。
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説が「仁義礼智信」を言うのか、驚きと疑いとを
もって考え込まざるをえなかった。だがこの清沢
の儒家的思惟によった他力信仰的言説を読むうち
に、これは仮借的修辞といったかりそめのもので
はない、必然性をもった内面的思惟の表出だと理
解するようになった。

■�儒家的教養／士道的エートスと自立的人格
の形成

　ところで、清沢のテキストにおける「儒家的な
もの」について、清沢の解説者たちはそれを積極
的に読むことをほとんどしておらず、それらは清
沢の他力信仰的思惟とその言語的表出にともなわ
れる前時代の残留物か仮借的修辞とみなされてい
る。しかし、儒家的教養や士道的エートスが、明
治転換期に、その足跡を刻んでいった人々の人格
形成のうえにもった意味を無視することはできな
い。幕末から明治初年の時期までに生まれた
人々、ことに士族出身者が身に着けている儒家的
教養と士道的エートスとは、明治近代における彼
らの自立的な人格的存立を底深く規定し、支えて
いるのである。それは、前近代の残留物や仮借的
修辞などではなく、むしろ明治における自立的人
格の形成をもたらした大事な要因である。清沢は
終生『論語』や佐藤一斎の『言志録』を手放すこ
とはなかった。そのことを明治人の遺習として笑
うよりは、なぜ清沢がそれらを手放すことなく絶
対他力宗の信仰者になり、教育者になったのかを
考えてみるべきであろう。

■儒家的「公」概念の戦略的使用
　儒家的概念は、清沢の他力信仰の究極相を言葉
にするうえで不可欠なものであるようだ。すなわ
ち清沢という絶対他力的信仰者は、真宗的言語と
は異質な言語で他力信仰の思想的本質を解いてき

4 4 4 4

たのである
4 4 4 4 4

。これが、清沢を単なる教派的講説家
以上のものにしている理由である。彼は生来の思
想的言語と言うべき儒家的言語を意図的に使って
いるのだ。『有限無限録』が見せる異様さは、二十
世紀を迎えようとする当時の日本において、清沢
が儒家的言語をあえて使用したところにある。私
はそれを“儒家的言語の戦略的使用”と言うので

ある。
　そして、清沢における儒家的言語の使用の意味
がもっとも問われるのは、儒家的「公」概念の使
用にある。『有限無限録』には「無限的行為は善な
り（公の為にする行為なり）」、「公の天なり。公に
尽すの心は仁なり、道心なり。公は彼を摂し我を
摂し一切を摂す。故に公は大慈悲者なり。公の為
にするものは大慈悲心を分享するものなり」と
いった文章が多く見られる。そこで用いられてい
るのは、中国の儒家思想で展開されてきた「公」
概念である。
　だが問題は、明治32年の清沢が、この儒家的
「公」概念による言説をなぜ展開したのか、ある
いはこのような清沢の言説展開の意味をどのよう
に考えるかである。この点は、すでに『歎異抄の
近代』（白澤社、2014年）第 3章「清沢はなぜ儒家
的〈公〉をいうのか」のなかで私なりの解答を出
している。それは、『教育勅語』という欽定の儒家
的言語による国家・国民的な義務としての「公」、
すなわち奉公的「公」の形成を見ることで、明治
32年の清沢が「無限」「公」「天」という超越的、
普遍的概念を前提にして道徳論的テーゼを導いた
ことの例外的な意味を理解しようとする道であ
る。これこそが、晩年の清沢が苦闘した「俗諦」
論の中心にある問題であった。

※�清沢の言葉は『清沢満之全集』（岩波書店、2002～
2003年）から引用し、原文で片仮名・旧仮名遣いの
ものは、適宜送り仮名・句読点等を補いつつ、平仮
名・現代通例の表記に改めた。なお、子安氏の講義
は『現代と親鸞』第34号（2016年12月 1 日号）に掲
載予定。

清沢満之研究会　於：AP東京八重洲通り
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真偽について疑義が提出された場合、現代人の理
性に耐えられるように、客観性をふまえた主体的
な信仰主義（護教主義）に立って、反論できるも
のは反論するとともに、反論できないものは率直
に認めて、歴史的事実に立脚した新たな信仰の学
問を確立していく必要があると思う。
　現代は、主観（信仰）と客観（学問）とを統一
した、新たな信仰の学問の樹立を模索すべき時代
に入っている。インド、中国、日本と展開してき
た仏教思想をふまえて、主体的に自らの思想史観
を提示するとともに、真偽論の最新の成果をふま
えて、主体的に自らの信仰する祖師像を提示する
ことが、これからの仏教研究、祖師研究の課題で
はあるまいか。

♳天台本覚思想と親鸞
　まず花野氏は、議論の前提となる本覚思想の研
究史を概説された。
　最初に本覚思想研究の重要性を指摘された島地
大等氏は、「本覚門の信仰」（『思想と信仰』〔明治
書院、1927〕所収）のなかで、多年の修行後に始
めて覚る「始覚門の信仰」に対して「本覚門の信
仰」を以下のように論ずる。

本覚門の信仰とは、現実の中に理想を実現し
て、現実を絶対肯定する信仰である。煩悩具
縛の凡夫のまま覚り、また救われるから、凡
夫のための仏教と言える。しかし煩悩の現実
をそのまま肯定するから、堕落する危険性も
ある。� （530頁、花野氏による要旨）

　親鸞筆『西方指南抄』所収の『法然聖人御説法
事』に、浄土三部経の教えは「娑婆のほかに極楽
あり、わが身のほかに阿弥陀仏まします」と説く
ものだとする法然（1133～1212）の言明が載る。
ごく当然の主張に思われるが、己心に浄土を、ま
た弥陀を観ていくのがむしろ中国浄土教の主流で
あった。また、法然が批判対象とするいわゆる
「天台本覚思想」にはこの傾向が著しく見える。
この違いに法然の画期があり、法然が見据えた課
題も見えてくる。そこで本研究会では、2015年12
月14日、花野充道氏（法華仏教研究会主宰）を講
師に迎えて、天台本覚思想を切り口に、現代仏教
の課題も射程に入れた問題提起をいただいた。

■序学問と信仰
　花野氏は天台本覚思想の検討に先がけて、現代
向き合うべき「学問と信仰」について以下のよう
な提言をされた。

　現今の仏教研究は、仏教が本来もつ宗教性、す
なわち、信心や修行、覚

さと

りや救い、祈祷や修法、
現世利益や死者供養、といった行動や体験と切り
離して進められているが、はたしてそれでよいの
であろうか。そのような現状を評して、「仏教学ま
すます盛んにして、仏教いよいよ滅ぶ」と揶

や

揄
ゆ

さ
れるのである。客観的な近代仏教学の成果を無視
して、後ろ向きに、中世に確立された主観的な信
仰世界に閉じ籠

こも

るか、それとも前向きに、客観的
な研究成果をふまえて、高次の主体的な信仰の学
問を構築するか、そのいずれかを選択すべき時代
に入っている。教団で伝統的に用いている文献の

天台本覚思想と親鸞

親鸞仏教センター研究員　中村 玲太

﹃西方指南抄﹄研究会報告③
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　島地氏は、「本覚門の信仰」を日本仏教の特色と
し、天台本覚思想を仏教思想上の「クライマック
ス」と評価する。親鸞については、「其の教学の内
容に立入りて、之を抽象し来る時は、また中古天
台の本覚思想と極めて相近似するを知らん」（『天
台教学史』〔中山書房、1976〕、513頁）と論じてい
る。
　天台本覚思想と親鸞について、独自の見解を示
したのは田村芳朗氏である。田村氏は『鎌倉新仏
教思想の研究』（平楽寺書店、1965）の中で、「法
然にくらべてみるときは、親鸞は、むしろ、この
自他一如・絶対不二のほうを、表面にうちだして
きているといえよう」（529頁）と主張し、「親鸞の
仏凡一体観は、聖道門のそれとは違うということ
がいわれるけれども、ともあれ、仏凡一体観は、
他力の徹底からは生まれてこない」、「親鸞にあっ
ては、仏凡一体が、もとをなしている。仏凡一体
なるがゆえに、はからう要がないのであり、日常
そのままでよしなのである」（533頁）と論ずる。
　このような田村説に対して、花野氏は弥陀を絶
対的な仏と仰いで帰依するところに、弥陀の本願
力に包まれて無我となり、仏凡無分別・自他一如
（「如来等同」）の救済世界に入れるのではない
か。むしろ仏凡一体の境地は、他力の徹底から生
まれるのではないか、と提言された。花野氏の問
題提起を受けて、法然と親鸞の違いをどう考える
のか、はたして凡夫が無分別の境地を証得できる
のか、そもそも「仏凡一体」とは何か等々、研究
会のスタッフ間で激論が交わされた。
　さらに花野氏は、『大乗起信論』の理智不二法身
説（合真開応説）と、天台智顗の理法身・智報身
説（開真合応説）を説明して、親鸞の仏身論は理
智不二法身説に属する、と論じられた。

2仏教思想の本覚的展開
　現実肯定の色彩を色濃く帯びた仏教思想が日本
において花開く。これを花野氏は「仏教思想の本
覚的展開」と呼ぶ。このような仏教の日本的変容
を、（Ａ）大乗仏教の正統で必然的な展開と見る
か、（Ｂ）あやまった展開で堕落と見るかは、意見
の分かれるところであるが、日本において即身成

仏思想が重視されたこと、その線上に現実肯定の
本覚思想が発達したこと、本覚思想をふまえて道
元・親鸞・日蓮の仏教が成立したこと、などを指
摘された。そして、現代日本の在家仏教化、僧侶
の肉食妻帯なども「仏教思想の本覚的展開」とし
てとらえることができる、と論じられた。
　花野氏の提言を受けて、日本仏教の堕落の側面
も決して等閑にふしてはならないが、現実のこの
「生死世界」を肯定する仏教思想が、なぜ今日ま
で脈々と宗教的生命を維持してきたのか、その思
想史的意義を改めて問う必要があるのではないか
と考える。

※�花野充道氏の講義と質疑は、『現代と親鸞』第34号
（2016年12月 1 日）に掲載予定です。

花野 充道（はなの じゅうどう）氏
� 法華仏教研究会主宰
　1950年生まれ。天台本覚思想研究の第一人者。早稲
田大学にて学位号取得（文学博士）。現在、法華仏教研
究会主宰。
　著書に『天台本覚思想と日蓮教学』（山喜房佛書林、
2010）、『シリーズ日蓮』（春秋社、2014～2015［第一巻
から第三巻の責任編集者］）。論文に、「日蓮の本尊論は
大曼荼羅か一尊四士か」（『印度學佛教學研究』63巻第
1号、2014）など多数。

『西方指南抄』研究会　於：フクラシア東京ステーション
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﹃聖典﹄の試訳

と
も
う
す
な
り
。
い
ま
、
一
乗
と
も
う
す
は
、

本
願
な
り
。
円
融
と
も
う
す
は
、
よ
ろ
ず
の
功

徳
善
根
み
ち
み
ち
て
か
く
る
こ
と
な
し
。
自
在

な
る
こ
こ
ろ
な
り
。
無
碍
と
も
う
す
は
、
煩
悩

悪あ
く

業ご
う

に
さ
え
ら
れ
ず
、
や
ぶ
ら
れ
ぬ
を
い
う
な

り
。
真
実
功
徳
と
も
う
す
は
、
名
号
な
り
。
一

実
真
如
の
妙み

よ
う

理り

、
円
満
せ
る
が
ゆ
え
に
、
大
宝

海
に
た
と
え
た
ま
う
な
り
。

�

（
五
四
二
〜
五
四
三
頁
『
一
念
多
念
文
意
』）

◆
浄
土
を
荘
厳
す
る
に
な
る

■
「
正
道
の
大
慈
悲
は
出
世
の
善
根
よ
り
生

ず
」（
論
）
と
の
た
ま
え
り
。
こ
の
二
句
は
「
荘

厳
性し

よ
う

功
徳
成
就
」
と
名
づ
く
。
乃
至　

性
は
こ

れ
本
の
義
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
こ
れ
浄
土

は
、
法
性
に
随
順
し
て
、
法
本
に
乖そ

む

か
ず
、
事じ

、

『
華
厳
経
』
の
宝
王
如
来
の
性し

よ
う

起き

の
義
に
同

じ
。
ま
た
言
う
こ
こ
ろ
は
、�

積し
や
く

習じ
ゆ
う

し
て
性
を

成
ず
。
法
蔵
菩
薩
を
指
す
。
も
ろ
も
ろ
の
波
羅

密
を
集
め
て
、
積
習
し
て
成
ぜ
る
と
こ
ろ
な

り
。
ま
た
性
と
言
う
は
、
こ
れ
聖し

よ
う

種し
ゆ

性じ
よ
う

な
り
。

序は
じ

め
に
法
蔵
菩
薩
、
世
自
在
王
仏
の
所み
も
と

に
し

て
無む

生し
よ
う

忍に
ん

を
悟
る
。
そ
の
と
き
の
位
を
聖
種

性
と
名
づ
く
。
こ
の
性
の
中
に
し
て
四
十
八
の

大
願
を
発お

こ

し
て
、
こ
の
土
を
修
起
し
た
ま
え

り
。
す
な
わ
ち
安
楽
浄
土
と
曰
う
。
こ
れ
、
か

の
因
の
所
得
な
り
。
果
の
中
に
因
を
説
く
。
か

る
が
ゆ
え
に
名
づ
け
て
性
と
す
。
…
…
大
悲
は

す
な
わ
ち
こ
れ
出
世
の
善
な
り
。
安
楽
浄
土
は

こ
の
大
悲
よ
り
生
ぜ
る
が
ゆ
え
な
れ
ば
な
り
。

か
る
が
ゆ
え
に
こ
の
大
悲
を
謂い

い
て
浄
土
の
根

と
す
。
ゆ
え
に
出
世
善
根
生
と
曰
う
な
り
、
と
。

�

（
三
一
四
〜
三
一
五
頁
「
真
仏
土
巻
」『
論
註
』）

◆
仏
を
ほ
め
た
て
ま
つ
る
に
な
る

■
諸
仏
称
名
の
願
、

　

『
大
経
』
に
言の

た
ま

わ
く
、
設た
と

い
我
仏
を
得
た
ら

ん
に
、
十
方
世
界
の
無
量
の
諸
仏
、
こ
と
ご
と

く
咨し

嗟し
や

し
て
我
が
名
を
称
せ
ず
は
、
正
覚
を
取

ら
じ
、
と
。�

（
一
五
七
頁
「
行
巻
」『
大
経
』）

↑
「
咨
嗟
」
と
も
う
す
は
、
よ
ろ
ず
の
仏
に
ほ

め
ら
れ
た
て
ま
つ
る
と
も
う
す
御み

こ
と
な
り
。

�

（
五
四
〇
頁
『
一
念
多
念
文
意
』）

◆ 

無
始
よ
り
こ
の
か
た
の
罪
業
を
懺
悔

す
る
に
な
る

■
深
心
と
言
う
は
す
な
わ
ち
こ
れ
深
信
の
心
な

り
。
ま
た
二
種
あ
り
。
一
に
は
決
定
し
て
「
自

身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠こ

う

劫ご
う

よ
り

已こ
の
か
た来
常
に
没も
つ

し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る

こ
と
な
し
」
と
深
信
す
べ
し
。
二
に
は
決
定
し

て
「
か
の
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
、
衆
生
を
摂

受
し
た
ま
う
、
疑
い
な
く

慮
お
も
ん
ぱ
か
り

な
く
か
の
願

力
に
乗
ず
れ
ば
定
ん
で
往
生
を
得
」
と
深
信
せ

よ
と
な
り
。�

（
四
三
九
頁
『
愚
禿
鈔
』）

◆ 

即
発
願
回
向 

／ 

す
な
わ
ち
安
楽
浄

土
に
往
生
せ
ん
と
お
も
う
に
な
る

■
至
心
回
向
し
た
ま
え
り
。
か
の
国
に
生
ま
れ

ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を
得え

、
不
退

転
に
住
せ
ん
…
…

　

所し
よ

有う

の
善
根
回
向
し
た
ま
え
る
を
愛あ
い

楽ぎ
よ
う

し

て
、
無
量
寿
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
願

に
随し

た
が

い
て
み
な
生
ぜ
し
め
、
不
退
転
乃
至
無

上
正
等
菩
提
を
得
ん
…
…

�

（
二
三
三
頁
「
信
巻
」『
大
経
』、『
如
来
会
』）

■
「
言
南
無
者
」
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
帰
命

こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
で
す
。
自
分
自
身
の
底
に
潜
む
、
い
つ
か
ら
始
ま
り
い
つ
終
わ

る
と
も
知
れ
な
い
よ
う
な
〝
罪
〞
の
事
実
を
悲
し
み
、
痛
む
の
で
す
。「
即
発ほ
つ

願が
ん

回え

向こ
う

」
と

は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
称
え
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
、
阿
弥
陀
の
願
っ
て
い
る
〝
真
実
の

世
界
〞
に
生
ま
れ
よ
う
と
思
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
で
す
。
ま
た
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
場
所
で
生
き
る
人
に
も
こ
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
は
た
ら
き
が

拡ひ
ろ

が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
で
す
。
阿
弥
陀
の
願
い
の
も
と
、
お
の
ず
か
ら
、

こ
の
世
の
苦
楽
を
超
え
て
い
く
道
が
開
か
れ
る
の
で
す
。「
一い
つ

切さ
い

善ぜ
ん

根ご
ん

荘し
よ
う

厳ご
ん

浄
土
」
と
は
、

こ
の
「
阿
弥
陀
」
と
い
う
三
字
の
名み
な

に
は
、
法
蔵
菩
薩
が
積
み
上
げ
て
き
た
「
一
切
の
善

根
」（
あ
ら
ゆ
る
〝
善
の
も
と
〞
と
な
る
も
の
）
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
〔
注
1
〕。
で

す
か
ら
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
名
号
を
称
え
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
、
浄
土
を
荘
厳
す

る
こ
と
に
な
る
―
―
つ
ま
り
そ
こ
に
、
阿
弥
陀
の
願
う
世
界
が
証
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
―
―
の
だ
と
知
り
な
さ
い
、
と
い
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
言
葉
で
も
っ
て
、
智
栄
と
い

う
方
は
善
導
を
讃
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

〔
注
1
〕

・�

『
無
量
寿
経
』
で
は
、
法
蔵
菩
薩
が
兆
載
永
劫
の
長
き
に
わ
た
っ
て
修
行
し
、
利
他
行
と
し
て
無
量
の
功
徳

を
積
み
上
げ
た
と
言
わ
れ
る
。
阿
弥
陀
の
名
が
「
一
切
善
根
を
お
さ
め
た
ま
え
る
」
と
は
、
衆
生
に
向
け

ら
れ
た
そ
の
無
量
の
徳
行
が
、
諸
仏
称
名
の
願
成
就
と
し
て
、
阿
弥
陀
の
名
に
初
め
か
ら
こ
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

唐
朝
光
明
寺
の
善
導
和
尚
の
真
像
の
銘
文

　

「
智
栄
讃
善
導
別
徳
云　

善
導　

阿
弥
陀
仏
化
身　

称
仏
六
字　

即
嘆
仏　

即
懺
悔　

即
発
願
回
向　

一
切
善
根
荘
厳
浄
土
」
文

　

「
智
栄
」
と
も
う
す
は
震し
ん

旦だ
ん

の
聖
人
な
り
。
善
導
の
別
徳
を
ほ
め
た
も
う
て
い
わ
く
、

「
善
導
は
阿
弥
陀
仏
の
化
身
な
り
」
と
の
た
ま
え
り
。「
称
仏
六
字
」
と
い
う
は
、
南
無
阿

弥
陀
仏
の
六
字
を
と
な
う
る
と
な
り
。「
即
嘆
仏
」
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
南
無
阿
弥
陀
仏

を
と
な
う
る
は
、
仏
を
ほ
め
た
て
ま
つ
る
に
な
る
と
な
り
。
ま
た
「
即
懺
悔
」
と
い
う
は
、

原　

文
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と
も
う
す
み
こ
と
ば
な
り
。
帰
命
は
す
な
わ
ち

釈
迦
・
弥
陀
の
二
尊
の
勅ち

よ
く

命め
い

に
し
た
が
い
て
、

め
し
に
か
な
う
と
も
う
す
こ
と
ば
な
り
。
こ
の

ゆ
え
に
「
即
是
帰
命
」
と
の
た
ま
え
り
。「
亦や

く

是ぜ

発
願
回
向
之し

義ぎ

」
と
い
う
は
、
二
尊
の
め
し
に

し
た
ご
う
て
安
楽
浄
土
に
う
ま
れ
ん
と
ね
が
う

こ
こ
ろ
な
り
と
の
た
ま
え
る
な
り
。

�

（
五
二
一
頁
「
善
導
銘
文
」）

◆ 

一
切
衆
生
に
こ
の
功
徳
を
あ
た
う
る
に

な
る

■
無む

慚ざ
ん

無む

愧き

の
こ
の
身
に
て　

ま
こ
と
の
こ
こ

ろ
は
な
け
れ
ど
も　

弥
陀
の
回
向
の
御み

名な

な
れ

ば　

功
徳
は
十
方
に
み
ち
た
ま
う

�

（
五
〇
九
頁
「
愚
禿
悲
嘆
述
懐
」）

■
お
お
よ
そ
八
万
四
千
の
法
門
は
、
み
な
こ
れ

浄
土
の
方
便
の
善
な
り
。
こ
れ
を
要
門
と
い

う
。
こ
れ
を
仮
門
と
な
づ
け
た
り
。
…
…
こ
の

要
門
・
仮
門
よ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
す
す

め
こ
し
ら
え
て
、
本
願
一
乗
円え

ん

融ゆ
う

無む

碍げ

真
実
功

徳
大だ

い

宝ほ
う

海か
い

に
お
し
え
す
す
め
い
れ
た
ま
う
が
ゆ

え
に
、
よ
ろ
ず
の
自
力
の
善
業
を
ば
方
便
の
門

◆
善
導
は
阿
弥
陀
仏
の
化
身
な
り

■
阿
弥
陀
如
来
化
し
て
こ
そ　

本ほ
ん

師じ

源
空
と
し

め
し
け
れ　

化け

縁え
ん

す
で
に
つ
き
ぬ
れ
ば　

浄
土

に
か
え
り
た
ま
い
に
き

�

（
四
九
九
頁
「
源
空
讃
」）

◆
す
な
わ
ち
…
…
に
な
る

■
「
則
」
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
と
い
う
、
の

り
と
も
う
す
こ
と
ば
な
り
。
如
来
の
本
願
を
信

じ
て
一
念
す
る
に
、
か
な
ら
ず
、
も
と
め
ざ
る

に
無
上
の
功
徳
を
え
し
め
、
し
ら
ざ
る
に
広
大

の
利
益
を
う
る
な
り
。
自
然
に
、
さ
ま
ざ
ま
の

さ
と
り
を
、
す
な
わ
ち
ひ
ら
く
法
則
な
り
。
法

則
と
い
う
は
、
は
じ
め
て
行
者
の
は
か
ら
い
に

あ
ら
ず
。
も
と
よ
り
不
可
思
議
の
利
益
に
あ
ず

か
る
こ
と
、
自
然
の
あ
り
さ
ま
と
も
う
す
こ
と

を
し
ら
し
む
る
を
、
法
則
と
は
い
う
な
り
。
一

念
信
心
を
う
る
ひ
と
の
あ
り
さ
ま
の
自
然
な
る

こ
と
を
あ
ら
わ
す
を
、
法
則
と
は
も
う
す
な

り
。�

（
五
三
九
頁
『
一
念
多
念
文
意
』）

《
参
考
》（
ペ
ー
ジ
は
す
べ
て
『
真
宗
聖
典
』）

　
智
栄
に
よ
る
善
導
最
初
の
銘
文
は
、
私
た
ち
の
耳
に
は
何
と
も
奇
異
に
響
く
。
曰
く
、「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
こ
と
が
「
嘆
仏
」
で
あ
り
「
懺
悔
」
で
あ
り
「
発
願
回
向
」
で
あ
り
、

ま
た
「
荘
厳
浄
土
」
で
あ
る
、
と
。
し
か
も
そ
れ
ら
す
べ
て
が
単
に
「
す
る
」
こ
と
で
は
な
く
、

「
す
る
に
な
る

0

0

0

」
こ
と
で
あ
る
と
親
鸞
は
言
う
。
称
名
は
行
為
で
あ
っ
て
、
行
為
で
は
な
い
の

だ
。

　
日
々
の
生
活
に
と
っ
て
、
誰
が
、
何
を
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
す
る
の
か
、
と
い
う
判
断
は

と
て
も
重
要
だ
。「
あ
の
事
件
を
起
こ
し
た
の
は
誰
な
の
か
」、「
彼
に
は
ど
ん
な
業
績
が
あ
る
の

か
」、「
自
分
に
は
一
体
何
が
で
き
る
の
か
」、
等
々
。
ま
し
て
自
由
と
平
等
が
謳う

た
わ
れ
る
民
主
主

義
の
世
に
あ
っ
て
、「
行
為
す
る
こ
と
」の
重
み
は
私
た
ち
の
意
識
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

強
く
圧
迫
し
て
い
る
。

　
し
か
し
宗
教
的
信
の
問
題
は
、
し
た
か
／
し
て
い
な
い
か
、
の
問
題
で
は
な
い
。
親
鸞
は
、

き
ち
ん
と
念
仏
で
き
た
か
、
信
心
を
得
た
か
ど
う
か
と
は
問
わ
な
い
。
語
ら
れ
て
い
る
の
は
た

だ
、
阿
弥
陀
に
触
れ
た
と
い
う
一
事
、
こ
の
身
の
底
を
破
っ
て
現
れ
た
開
け
の
内
実
で
あ
る
。

無
数
の
行
為
が
所
在
な
く
グ
ル
グ
ル
と
回
り
続
け
る
現
代
、
お
前
は
「
ど
こ
に
」
生
き
て
い
る

の
か
、
と
の
問
い
か
け
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

（
元
研
究
員
　
内
記
洸
）

南
無
阿
弥
陀
仏
を
と
な
う
る
は
す
な
わ
ち
無む

始し

よ
り
こ
の
か
た
の
罪
業
を
懺
悔
す
る
に
な

る
と
も
う
す
な
り
。「
即
発
願
回
向
」
と
い
う
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
と
な
う
る
は
す
な
わ

ち
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
お
も
う
に
な
る
な
り
。
ま
た
一
切
衆
生
に
こ
の
功
徳
を
あ
た

う
る
に
な
る
と
な
り
。「
一
切
善
根
荘
厳
浄
土
」
と
い
う
は
、
阿
弥
陀
の
三
字
に
一
切
善
根

を
お
さ
め
た
ま
え
る
ゆ
え
に
、
名
号
を
と
な
う
る
は
す
な
わ
ち
浄
土
を
荘
厳
す
る
に
な
る

と
し
る
べ
し
と
な
り
と
。
智
栄
禅
師
、
善
導
を
ほ
め
た
ま
え
る
な
り
。

�

（『
真
宗
聖
典
』
五
二
〇
頁
）

　

「
智ち

栄よ
う

」
と
い
う
の
は
、
中
国
の
僧
侶
で
、
人
々
に
敬
わ
れ
た
方
で
す
。
そ
の
方
が
善

導
の
格
別
に
す
ぐ
れ
た
徳
を
讃た
た

え
ら
れ
て
、「
善
導
は
、
こ
の
世
界
に
現
れ
た
阿
弥
陀
如
来

で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
善
導
を
通
し
て
念
仏
に
出
遇
っ
た
の
で
す
。「
称
仏
六

字
」
と
い
う
の
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
を
称
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
即
嘆
仏
」

と
は
つ
ま
り
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
称
え
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
阿
弥
陀
仏
を
喜
び
を

も
っ
て
讃
え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
で
す
。
ま
た
「
即そ

く

懺さ
ん

悔げ

」
と
は
、「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
を
称
え
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
、
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
〝
罪
〞
を
深
く
見
つ
め
る

現
代
語

 「
善
導
大
師
の
銘
文
」

 

『
尊
号
真
像
銘
文
』
試
訳
㉓
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リレーコラム

﹁近代教学の足跡を尋ねて﹂第 ₆回
（山王台）

　山手線駒込駅の南東に、古くは朝日山王宮とも呼ば
れた日枝神社がある。大正 5年（1916）11月、この「山
王神社の附近で閑静な所」（『両眼人』）である山王台
（現、駒込 1丁目）に居を構えたのが曽我量深である。
それは、京都へ行く金子大榮に代わり、雑誌『精神界』
の編集の任に当たるためであった。
　ところで、翌大正 6年 4月発行の『精神界』に、「教
行信証研究会　会場、東京帝国大学山上御殿　時日、
毎月第二第四木曜日午後六時より　講師、曽我量深氏」
（申込先：鈴木弘）という記事がある。大正 9年 9月
30日をもって満講となるこの研究会には、さまざまな
人物が関わっていた。紀平正美、鈴木龍司、白井成允、
伊東恵、小野正康、速水滉、木戸幡太郎、山本有三、
宮本正尊……。それは「いつも俗人ら数人の静かに聞
き求め味う会」（小野正康）、「清新な会合」（鈴木弘）
であったと
いう。�『教
行信証』の
親鸞が、世
に拡

ひろ

がって
いったので
ある。（藤原）

行事日程のご案内
■親鸞思想の解明
　日　時：2016年 3 月10日（木）1₈時30分～21時
　　　　　　　　 4月　　　　　休　講
　　　　　　　　 5月 9日（月）1₈時30分～21時
　会　場：東京国際フォーラム　ガラス棟（Ｇ棟）

■ご命日のつどい（毎月第 ₂ 金曜日）
　日　時：2016年 3 月11日（金）10時～11時30分
　　　　　　　　 4月 ₈日（金）10時～11時30分
　　　　　　　　 5月13日（金）10時～11時30分
　会　場：親鸞仏教センター会議室
上記共に、事前申込み不要・無料です。

あとがき
　今号には二つの研究会報告を掲載している。私が当
センターにご縁をいただいて初めての講師を招いての
研究会であった。両研究会共に今回は真宗とは異なる
分野の先生をお招きし、問題提起をいただいた。異なる
視点との交流は、新鮮であると同時に、当たり前として
いたことや、考えていなかったことに目を向けるきっ
かけとなる。「研究交流サロン」（上段参照）を終え、こ
うした研究活動にも「新しい表現」を探求する「対話」
の形があると感じた。新天地への移転を迎える今、あら
ためて当センター設立の願いを確かめながら、現代の
問題関心とぶつかっていきたい。（松扉）高台にある日枝神社

　親鸞仏教センターでは、これまでご縁をいただいたさま
ざまな分野の有識者の方々と、共通のテーマをもとに意見
交換できる場として、「研究交流サロン」を開催している。
　第14回目となる今回は、東京国際フォーラム（千代田
区）において、「「対話」とは何か――哲学から現代社会
への問いかけ――」をテーマに、納富信留氏（慶應義塾
大学文学部教授、哲学者）からの発題、暉峻淑子氏（埼
玉大学名誉教授、経済学者）からのコメントの後、参加
いただいた約40名の方々と意見交換を行った。
　発題において納富氏は、「対話」を哲学的に定義したう
えで、哲学者プラトンが師ソクラテスの対話を書籍化し
た著作「対話篇」に、「対話」とは何かを問う私たちへの
重要なヒントがあると示唆。「対話篇」の考察から、語り
言葉と書き言葉の相互関係を論じた。また、聞く相手が
いないと言葉（対話）は成立しないという見解を示し、
対話の要素として、「問い」と「答え」、「語る」と「聞
く」などの日常行為について哲学的考察を加えた。
　最後に、現代の問題として、言葉への信用や貧困など

を挙げ、「私とは関係ないという無責任な相対主義では
なく、理解し合えなくとも言葉を交わすことで生まれる
真に自立した関係性が大切であり、現代の諸問題を克服
する道として哲学がある」と提言した。
　発題を受けて暉峻氏は、納富氏の問いかけに共鳴する
とともに、笹子トンネル天井板崩落事故をはじめとした
さまざまな時事問題に見る対話の重要性を言及し、社会
から対話が消失しつつあることへの危機感を語った。そ
して、「対話とは人間の本性にもとづいたものであり、組
織や社会を図る尺度となる。今の社会に対話ほど大切な
ものはない」と訴えた。
　意見交換においては、教育や医療などのさまざまな異
なる現場・立場・視点から見る「対話」が語られたほ
か、「仏教の対話」という課題が挙げられるなど、「対
話とは何か」という問いが深められ、それぞれの現場
における新
たな探究の
出発点とな
る交流の場
となった。

第₁₄回
親鸞仏教センター研究交流サロンを開催

（₁月₁₃日）


